
放送倫理・番組向上機構

青少年委員会

“青少年のテレビに対する行動・意識の形成と
その関連要因に関する横断的検討”

ー 『青少年のメディア利用に関する調査』から－

2018年3月13日（火）BPO青少年委員会
調査研究報告会

報告の内容

１．調査の背景と概要

２．平日・休日のテレビ視聴の実態とその関連要因

３．放送に関する倫理的な意識について

★ BPO青少年委員会では、多様なデジタル機器に囲まれて育つ
現代の青少年のテレビに対する行動や意識に、どのような要因が
関連しているのか検討するための全国調査を実施しました。
対象となった中高生たちは、TV, ラジオ, PC, 携帯・スマートフォン, 
タブレット端末等多様な“家庭のなかのメディア（home media”を利
用しながらテレビに接しています。限られた調査項目ではあります
が、調査から見えてきたポイントについて報告させていただきます。



調査の背景と概要

★スマートフォンと
タブレットは2010年

以降に家庭に普及し
始める
中学１年生：小１から
高校３年生：小６から

家庭にある多様なメディアと
調査対象の子どもたち

★PC,固定電話,
スマートフォンともに
７割に並ぶ



国民のインターネット利用率
：中１でほぼ100%, 小学生も8割以上

（総務省：平成29年度情報通信白書）

本調査の目的
★ 青少年の“テレビ離れ”は本当だろうか

目的１：全国の中高生のテレビ・ラジオ視聴とその他の映像メディア

の利用実態を探る ➡ マルチ・メディア状況の把握

★ 誰がテレビをよく見ているのだろうか

目的２：多様な特徴（属性、心理的要因、環境要因等）との関連を検討

★ 青少年はテレビ番組についてどんな意見を持っているのだろうか

目的３：番組に対する意見や放送倫理観の実態の把握



本調査の対象と方法

本調査の対象と方法



① テレビなどの映像メディアの使い方やスキル、
意識、態度

② メディア接触に関連すると先行研究から
予想される本人自身の心理的な特徴
（性格、メディアリテラシー、認知欲求など）

★総務省情報通信政策研究所の平成27年情報通信メディアの利用時間と
情報行動に関する調査（対象：13歳から69歳までの男女1,500人）より、
様々なメディア機器によるテレビ・ラジオ番組の視聴を中心としたものに
改変。日誌形式で、平日１日・休日１日の各24時間について、15分単位で
のテレビ、ラジオ、携帯・スマートフォン、パソコン・タブレット端末の利用に
ついて、青少年自身に記録を依頼した。

調査内容：青少年

【青少年用調査票】

【青少年のテレビとラジオ番組視聴に関する日記票】

★基本属性：家庭の年収、家族構成、保護者の学歴、
職業、子どもの基本属性（性別、出生順位、学校種等）

★子どものテレビ視聴に関する親の介入や共有について
出典：Flanagan, et al., 2007 Circle Working Paper 55, Civic Measurement  

Models: Tapping Adolescents’ Civic Engagement”)、Valkenburg, P. M., 
Krcmar, M., Peeters, A., & Marseille, N. M. (1999). Developing a scale
to assess three styles of television mediation: “restrictive mediation,” 
“Instructive mediation,” and “social coviewing.” Journal of Broadcasting
and Electronic Media, 43, 52-66.

★家族関係性：FACES-III，家族機能測定尺度（凝集性）

調査内容：保護者

【保護者用調査票】



＊中等教育学校については、中学・高校それぞれの相当する学年に合算

回答者の属性（保護者票）

有効回答 515名

★平均年齢：46.26歳
（無回答：8名）



回答者の属性（地域・都市規模）

【地域】 【都市規模】

※東山：山梨・長野・岐阜３県

平日・休日の青少年の生活とメディア利用





➡ 広い範囲に分布、ゼロ視聴が最も頻度が高い。
➡ 2016年の総務省調査では、10代（13～19歳、N=139）のリアルタイムテレビ

視聴の平均は、平日89分・休日122.9分、視聴なしは平日30.7%・休日22.9%

➡ 2016年の総務省調査では、10代（13～19歳、N=139）のテレビ番組の
録画視聴の平均は、平日13.4分・休日25.9分、行為者率は平日13.4%・
休日23.6%。









➡ バラエティが圧倒的に多い（77.9%）が、アニメ、歌・音楽、ドラマ、
ニュース・報道、映画も4割以上が視聴している。









家族・友人とのテレビ視聴の共有 

 

１．家族とのテレビ共有： テレビは「ほとんど」「たいてい」家族と一緒に

見ている中高生が６割。 

 

  ふだんの生活のなかでの家族とのテレビ視聴の共有について尋ねたところ、60.6%が

「ほとんど」「たいてい」家族といっしょに見ると回答し、「半分くらい」以上では 83.6%と高い割

合を示した。平日 1 日・休日 1 日のテレビ視聴に関する日記票においても、視聴全体の平均

時間に対する親・家族と一緒にみた平均時間の割合をみると、平日のリアルタイム視聴で

71.9％・録画/オンデマンド視聴で 47.6％、休日のリアルタイム視聴で 64.9％・録画/オンデマ

ンド視聴で 42.6％であり、実態としても家族と一緒にテレビを共有していた中高生が多めで

あったことがわかる。 











← 測定に使用した
パーソナリティ尺度





放送に関する倫理的な意識の実態

➡ 子どもの時間帯と大人の時間帯の切り分けや、教育番組への方向付け、
報道の残虐性表現は意見が分かれている



➡ 意見が割れているが、危うさを感じている層も少なくない。



52

ご清聴ありがとう

ございました


